






要約 62例の川崎病剖検例の中から陳旧期に相当する11例の肺動脈病変について病理組織

学的に検討した。この内 3例の弾性型肺動脈に線維性内膜肥厚,内弾性板断裂をみ,川崎病

の瘢痕として矛盾しない所見と判断した。本症における肺動脈病変は,冠状動脈病変に比べ

軽微なものが多く,大半の症例で瘢痕を残さず治癒するものと考えられた。また,瘢痕を残

した症例でも肺動脈圧の上昇は,形態的には認められなかった。 


